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糖
尿
病
外
来
担
当
医
師
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嶋 
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昭

医
師
に
な
っ
て
五
十
年
（
二
）理

事
長
　
泉
　
孝
英

　
私
が
医
学
部
を
卒
業
し
た
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
、

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
男
性
六
五
・
三
年
、
女
性
七
〇
・

二
年
で
し
た
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
に
は
男
性
七

九
・
六
年
、
女
性
八
六
・
四
年
と
な
り
ま
し
た
。
五
十
年

近
く
の
間
に
男
性
は
一
四
・
三
年
、
女
性
は
一
六
・
二
年

長
生
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
寿
命
が
延
び
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
「
伝
染
病
」
の

激
減
で
す
。
伝
染
病
（
で
ん
せ
ん
び
ょ
う:

ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
へ
移
る
病
気
）
と
い
う
言
葉
さ
え
使
わ
れ
な
く
な
り
、

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
施
行
さ
れ
た
「
伝
染
病
予

防
法
」
と
い
う
法
律
は
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に

廃
止
さ
れ
、
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
と
い
う
長
い
名
前
の
法
律
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　
伝
染
病
の
な
か
で
も
激
減
し
た
の
は
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、

と
い
っ
た
急
性
伝
染
病
で
す
。

　
赤
痢
（
せ
き
り
）
は
、
患
者
や
保
菌
者
の
糞
便
に
混
じ

っ
て
排
出
さ
れ
た
赤
痢
菌
が
、
人
の
手
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ

リ
な
ど
に
よ
っ
て
飲
食
物
に
混
入
さ
れ
、
そ
の
飲
食
物
を

接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
血
液
の
混
じ
っ

た
下
痢
便
か
ら
こ
の
病
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
腸
チ
フ
ス
は
、
こ
れ
も
赤
痢
と
同
様
、
患
者
や
保
菌
者

の
大
小
便
に
混
じ
っ
て
出
た
チ
フ
ス
菌
が
飲
食
物
に
混
じ

っ
て
経
口
感
染
し
ま
す
。
発
熱
を
は
じ
め
全
身
衰
弱
を
き

た
す
病
気
で
す
。

　
赤
痢
の
患
者
数
は
五
十
年
前
に
は
九
万
三
八
七
一
人
（
年

間
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
一
六
六
人

と
激
減
し
ま
し
た
。
腸
チ
フ
ス
の
患
者
数
も
一
五
七
二
人

が
二
七
人
と
激
減
で
す
。

　
赤
痢
も
腸
チ
フ
ス
も
早
期
診
断
、
抗
生
物
質
の
投
与
、

補
液
療
法
の
効
果
で
死
亡
す
る
こ
と
は
ま
れ
に
は
な
っ
て

は
い
ま
す
が
、
激
減
の
大
き
な
理
由
は
上
下
水
道
の
普
及

で
す
。
上
水
道
は
五
三
％
（
全
国
）
が
九
八
％
に
、
下
水

道
は
一
〇
％
が
七
三
％
に
普
及
し
ま
し
た
。
手
洗
い
励
行

だ
け
で
も
こ
の
よ
う
な
病
気
の
感
染
は
防
げ
る
か
ら
で
す
。

　
東
北
大
震
災
、
避
難
生
活
の
知
ら
せ
に
、
私
が
一
番
心

配
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
伝
染
病
で
す
。
幸
い
、
未
だ
発

生
の
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
伝
染
病
の
一
番
多

い
夏
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
十
分
な
防
疫
（
伝
染
病
の
発

生
を
防
ぐ
）
対
策
を
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
四
月
か
ら
土
曜
日
の
糖
尿
病
外
来
を
担
当
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
は
京
大
病
院
で
診
療

を
行
っ
て
お
り
、
当
診
療
所
糖
尿
病
外
来
で
診
療
さ
れ
て

い
る
八
幡
三
喜
男
先
生
に
は
十
年
来
、
京
大
病
院
で
の
朝

の
症
例
検
討
会
な
ど
で
御
指
導
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
表
題
に
も
掲
げ
た
よ
う
に
、
今
や
糖
尿
病
は
国

民
病
で
、
成
人
の
三
人
に
一
人
は
糖
尿
病
ま
た
は
そ
の
予

備
軍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
の
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
（
厚
生
労
働
省
）
で
は
糖
尿
病
患
者
は
約
八
九

〇
万
人
と
推
定
さ
れ
、
戦
後
六
十
年
余
り
で
三
〇
倍
以
上

に
患
者
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
は
世

界
的
に
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
特
に
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
で
の
激
増
は
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
周
り
に
も
良
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
「
実
は
私
も

糖
尿
病
の
気
が
あ
っ
て
…
…
」
と
い
う
方
が
少
な
か
ら
ず

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
糖
尿
病
は
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
糖
尿
病
の
大
多
数

を
占
め
る
２
型
糖
尿
病
は
、
遺
伝
素
因
と
環
境
要
因
が
関

与
し
て
発
症
し
ま
す
。
狩
猟
民
族
で
あ
る
欧
米
人
と
く
ら

べ
、
農
耕
民
族
で
あ
る
日
本
人
は
、
少
な
い
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
相
応
し
た
、
少
な
い
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
で
支
障

が
な
い
条
件
下
で
遺
伝
的
淘
汰
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
た

め
、
血
糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
必
要
な
、
膵
臓
か
ら
の
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
能
が
脆
弱
で
あ
り
、
近
年
の
食
習
慣
の

変
化
に
伴
う
急
激
な
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
に
対
応
で

き
な
く
な
り
、
発
症
率
の
増
加
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
も
、
糖
尿
病
の
治
療
の
基
本
は

何
と
い
っ
て
も
食
事
療
法
で
す
。

　
糖
尿
病
で
一
番
気
に
な
る
数
値
と
い
え
ば
血
糖
値
。
血

糖
値
は
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
血
糖
値

は
、
主
に
、
食
事
の
量
と
質
、
膵
臓
か
ら
の
イ
ン
ス
リ
ン

の
分
泌
量
（
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
）
お
よ
び
筋
肉
や
肝
臓

な
ど
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
具
合
（
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
）
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
は
前
述

の
よ
う
に
遺
伝
素
因
が
重
要
で
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
は
肥
満
度
や
運
動
量
が
重
要
で
、
糖
尿
病
の
治
療
で
は
、

食
事
療
法
と
と
も
に
運
動
療
法
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
食
事
量
を
減
ら
せ
ば
良
い
の

か
、
運
動
を
や
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
と
そ
れ
は
全
く
間

違
い
で
、
糖
尿
病
と
は
長
い
付
き
合
い
と
な
る
わ
け
で
す

の
で
、
継
続
で
き
る
程
度
の
食
事
量
お
よ
び
運
動
量
か
ら

開
始
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
糖
尿
病
合
併
症

の
進
行
程
度
に
応
じ
て
、
食
事
内
容
の
変
更
（
腎
症
進
展

に
伴
う
蛋
白
制
限
や
塩
分
制
限
な
ど
）
や
運
動
制
限
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
途
端
、
断
食
を

始
め
た
り
、
運
動
と
称
し
て
い
き
な
り
山
登
り
を
始
め
た

り
し
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
が
た
ま
に
お
ら
れ
ま
す
が
、
適

切
で
な
い
ば
か
り
か
危
険
で
す
。
是
非
、
主
治
医
な
ら
び

に
栄
養
士
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
最
近
の
糖
尿
病
の
話
題
と
い
え
ば
、
昨
年
（
平
成
二
二

年
）
行
わ
れ
た
、
十
一
年
ぶ
り
の
糖
尿
病
診
断
基
準
の
改

定
か
と
思
い
ま
す
。
久
々
の
改
定
で
す
。
改
定
の
大
き
な

目
玉
は
、
診
断
にH

bA
1c

を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
す
。

血
糖
値
とH

bA
1c

の
同
時
測
定
に
よ
り
、
双
方
が
糖
尿

病
の
基
準
を
満
た
せ
ば
１
回
の
採
血
で
糖
尿
病
の
診
断
が

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
通
常
、
１
回

の
採
血
だ
け
で
な
く
別
の
日
の
採
血
結
果
も
診
断
に
必
要

で
し
た
。
ま
た
、H

bA
1c

は
あ
く
ま
で
参
考
値
の
扱
い

で
し
た
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、
糖
尿
病
診
断
の
簡
素
化
と
、

よ
り
早
期
か
ら
の
糖
尿
病
診
断
・
治
療
を
推
進
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、H

bA
1c

と
い
う
検
査
値
、
御
存
じ
で
し

ょ
う
か
？
　
私
た
ち
の
赤
血
球
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
い

う
蛋
白
質
に
ブ
ド
ウ
糖
が
結
合
し
た
糖
化
物
（
糖
化
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
）
の
一
部
の
分
画
を
指
し
、
約
一
～
二
か
月
間

の
血
糖
値
の
平
均
値
を
反
映
す
る
値
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
指
標
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
値
で
す
。H

bA
1c

五
・

八
％
未
満
な
ら
「
優
」
、
六
・
五
％
未
満
な
ら
「
良
」
と

さ
れ
、
一
般
的
に
はH

bA
1c

六
・
五
％
未
満
の
「
良
」

以
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
六
・
五

％
未
満
な
ら
、
一
応
、
安
全
圏
な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

安
全
圏
と
は
何
に
対
し
て
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
糖

尿
病
が
怖
い
の
は
血
糖
値
が
若
干
上
昇
す
る
こ
と
が
怖
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
著
し
い
高
血
糖
は
危
険
で
す
が
）
。

本
当
に
怖
い
の
は
、
慢
性
的
な
高
血
糖
に
よ
り
動
脈
硬
化

が
進
み
、
糖
尿
病
特
有
の
血
管
合
併
症
が
進
展
す
る
の
が

怖
い
の
で
す
。
糖
尿
病
の
代
表
的
な
合
併
症
（
三
大
合
併

症
）
と
し
て
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
糖
尿
病
神
経
障
害
、
糖

尿
病
腎
症
が
あ
り
ま
す
。
網
膜
症
が
進
め
ば
眼
底
出
血
や

失
明
を
招
き
、
神
経
障
害
が
進
め
ば
手
足
の
し
び
れ
や
足

壊
疽
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。
腎
症
が
進
め
ば
腎
不
全
に
進

展
し
、
透
析
療
法
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
合
併

症
の
進
展
リ
ス
ク
が
急
に
上
昇
す
る
大
よ
そ
の
閾
値
が

H
bA

1c

六
・
五
％
と
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
怖
い
糖
尿

病
合
併
症
進
展
リ
ス
ク
が
低
いH

bA
1c

六
・
五
％
未
満

は
一
応
安
全
圏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
覚
え
て
お
く
べ
き
値
で
あ
るH

bA
1c

、
遠
く
な

い
将
来
、
我
が
国
で
の
表
記
法
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
既
に
英
文
論
文
や
国
際
学
会
発
表
な
ど

で
は
表
記
法
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
現
在
、
日
常

臨
床
で
使
わ
れ
て
い
るH

bA
1c

値
で
あ
る
日
本
糖
尿
病

学
会
（Japan D

iabetes Society;JD
S

）
値
は
、
広
く
世
界

で
使
用
さ
れ
て
い
るN

G
SP

値
（N

ational G
lycohem

o-
globin Standardization Program

;N
G

SP

）
と
比
較
し
て
、

〇
・
四
％
小
さ
い
値
で
す
。
今
後
、H

bA
1c

値
の
国
際
比

較
な
ど
す
る
場
合
に
、
世
界
と
の
整
合
性
が
と
れ
た
値
で

な
い
と
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
のH

bA
1c

（JD
S

値
）

に
〇
・
四
を
加
え
た
値
、HbA

1c

（N
G

SP

相
当
値
）
す
な

わ
ち
国
際
標
準
値
に
移
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

具
体
的
な
移
行
の
日
取
り
は
現
時
点
で
は
未
定
で
す
が
、

数
年
以
内
に
、
日
本
糖
尿
病
学
会
が
別
途
告
示
す
る
日
時

に
、
一
斉
に
国
際
標
準
値
へ
の
移
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
急
に
自
分
のH

bA
1c

が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

混
乱
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
出
な
い
よ
う
に
、
今
後
と
も
啓

蒙
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
は
自
己
管
理
が
治
療
成
果
の
良
し
悪
し
を
決
め
る
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
自
分
の
体
の
状
態
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、

検
査
結
果
や
現
在
服
用
し
て
い
る
薬
剤
な
ど
に
関
し
て
も

積
極
的
に
主
治
医
に
聞
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
真
摯

に
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。


